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小児欠神てんかんに対する第一選択薬はなにか

推奨

現時点ではバルプロ酸が推奨され，ラモトリギンやエトスクシミドについては患児の状態や副作用

などを確認しながら選択薬として推奨される（グレードB）．

解説・エビデンス

バルプロ酸，ラモトリギン，エトスクシミドが小児欠神てんかんに用いられるが，どの

薬剤が第一選択薬として推奨できるかについてのエビデンスは得られていない．小児に

とって味覚は無視できないので，服用しやすいバルプロ酸がよく用いられている．ラモト

リギンはプラセボよりも発作が消失しやすいという報告があり，エトスクシミドとバルプ

ロ酸の間では効果の有意差はみられなかった（エビデンスレベルⅠ)1)．

小児欠神てんかんの詳細な治療については他書を参照のこと．
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医中誌ではエビデンスとなる文献は見つからなかった．
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